丸山薫と愛知大学短期大学部学生歌「梢の歌」をめぐって by 安 智史
 【講演記録?短大 ??周年記念講演】?
丸山薫と愛知大学短期大学部学生歌「梢の歌」をめぐって?
? 愛知大学短期大学部教授? 安? 智史?
（2019 年 12 月 15 日、愛知大学豊橋校舎 7 号館）?



























から 3 つ目は、1994 年に静岡県の御前崎灯
台に建てられました。 
? ですから今回の「梢の歌」詩碑は、丸山薫













































































































































































































































































た。今から 5 年ほど前『毎日新聞』（2014 年
8 月 13 日）に、「戦艦大和：艦長の在米英
文日記「豊かさ、比較にならない」」という
見出しの記事が掲載されましたが、それが





















































































































   わが未来
あ す
の日のしあわせは 
   希望
の ぞ み
のかなた立つ虹を 










































































































































































   
押しのけ進む者は 
旗とともに去れ 
 
彳
（たたず）
んで 憩うことなき脚 
さまよう飢ゑ 
永へに返すを知らぬ辱め 
 
それら夜更けの想いに 
雨風の中に 
闇のかなたに 
面伏
お も ぶ
せて誰と名乗らぬ陰翳
か げ
 
 
おぼろなる求めと 
声たてぬ啜り泣きこそ 
われら詩人の味方なのだ 
 
という詩です。あくまで自分は敗れた者、虐
げられた者の味方でいようと。詩人という
のは、何よりもそういう人でなければいけ
ないという決意を宣言する詩ですね。これ
を、日本がボロボロに敗戦した翌年に発表
しました。 
丸山薫先生は、お父様が伊藤博文の右腕
だったり、義理の弟さんが戦艦大和の艦長
だったりと、戦前の国家の中枢にかかわる
方々が身内にいたわけですが、ご本人は戦
前戦後を一貫して、弱者の立場に立っても
のを考え詩作していました。「梢の歌」も、
学生の不安に寄り添う、そして心を開放し
てあげようとする。今は不安でも夜明けが
来るんだよ、希望があるんだよと歌った。こ
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ういう素晴らしい詩を校歌として持つこと
ができた愛知大学短大部というのは、幸運
な学校ですし、丸山先生がこちらの先生で
いらっしゃったことは、本当に幸福だった
と思います。 
 今日はその詩碑の除幕式を迎えますこと、
本当におめでとうございます。私のお話は
以上とさせていただきます。 
 
＊引用文中のカッコのうち、（ ）は原文
のまま。〔 〕の場合は、講演者による補
注です。 
 
＊講演中で触れられなかった薫先生の略歴
（講演会場での配布資料には記載）を、以
下補足します。 
 
・丸山薫 略歴 
詩人。1899年生まれ。1932年第一詩集
『帆・ランプ・鷗』刊。昭和を代表する主
知主義抒情詩人。1948年、疎開先の山形
県より本籍地の豊橋に移住し、翌 49年愛
知大学講師に就任。1959年より客員教授
を務め、文学部と新設の女子短大部で教え
た。1974年豊橋市蝉川（現・東小鷹野）
の自宅で永眠。 
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